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当
社
の
八
月
の
祭
事
に
献
燈
祭
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
の
生
活
の
中
で
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
火
は
暗
き
を
照
ら
し
、
寒
さ
を
暖
め
、

命
の
根
と
な
る
食
物
を
調
理
し
、
産
業
に
も
利
用
さ
れ
る
大
切
な
も
の
で
す
。
献
燈
祭
は
こ
の
火
の
も
た
ら
す
恵
み
に
感
謝
す
る
と
と
も
に

祖
先
の
御
霊
を
慰
め
る
お
祭
り
で
、
皆
様
か
ら
奉
納
さ
れ
た
行
燈
に
灯
り
が
と
も
さ
れ
、
夕
暮
れ
と
と
も
に
境
内
は
神
聖
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
、

毎
年
夜
遅
く
ま
で
大
勢
の
参
拝
者
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

戦
後
七
十
年
に
あ
た
る
本
年
四
月
、
天
皇
、
皇
后
両
陛
下
は
慰
霊
と
平
和
へ
の
祈
り
を
込
め
て
、
太
平
洋
戦
争
の
激
戦
地
だ
っ
た
パ
ラ
オ

共
和
国
を
ご
訪
問
な
さ
れ
ま
し
た
。「
先
の
戦
争
で
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
全
て
の
人
々
を
追
悼
し
、
遺
族
た
ち
の
歩
ん
で
き
た
困
難
の
道
を

し
の
び
た
い
と
思
い
ま
す
。」
と
の
天
皇
陛
下
の
温
か
な
お
言
葉
と
、
戦
後
も
こ
の
地
域
の
人
々
が
慰
霊
碑
や
墓
地
の
管
理
、
清
掃
な
ど
に
尽

力
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
心
か
ら
謝
意
を
表
さ
れ
ま
し
た
こ
と
に
対
し
、
誰
も
が
み
な
深
く
心
を
打
た
れ
ま
し
た
。

　

大
戦
末
期
の
、
連
日
の
空
襲
が
続
く
中
で
民
俗
学
者
の
柳
田
國
男
が
書
き
上
げ
た
の
が
「
祖
先
の
話
」
で
し
た
。
こ
の
本
に
は
日
本
人
の

生
死
観
や
霊
魂
観
が
よ
く
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
亡
く
な
っ
た
人
の
御
霊
は
祀
る
こ
と
に
よ
っ
て
穏
や
か
に
鎮
ま
り
、
人
々
に
恵
み
を
も
た
ら

し
て
く
れ
る
存
在
と
な
り
ま
す
。
祀
り
や
慰
霊
を
欠
か
す
事
に
な
れ
ば
荒
々
し
い
魂
と
な
り
、
災
い
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

柳
田
に
は
戦
争
に
よ
っ
て
多
く
の
若
者
が
散
っ
て
い
け
ば
祖
霊
を
祀
る
祭
り
手
を
失
い
、
祖
霊
信
仰
が
く
ず
れ
て
い
く
と
い
う
危
機
感
が
あ

り
ま
し
た
。
日
本
人
は
古
く
か
ら
亡
く
な
っ
た
人
の
霊
は
近
く
に
留
ま
り
、
生
き
て
い
る
人
の
世
界
と
死
者
の
世
界
は
行
き
来
が
可
能
で
、

祖
霊
は
お
盆
や
正
月
な
ど
決
ま
っ
た
時
期
に
子
孫
の
所
へ
戻
っ
て
き
て
再
会
し
、
楽
し
く
交
流
し
な
が
ら
、
常
に
私
た
ち
を
見
守
っ
て
く
れ

て
い
る
と
と
ら
え
て
き
ま
し
た
。

　

戦
後
七
十
年
目
の
節
目
の
年
に
、
献
燈
祭
に
ご
参
列
さ
れ
な
が
ら
御
霊
を
慰
め
る
と
と
も
に
、
平
和
を
祈
り
、
生
活
の
基
が
家
庭
に
あ
る

こ
と
を
思
い
起
こ
し
、
神
棚
に
手
を
合
わ
せ
て
神
道
の
本
来
の
姿
で
あ
る
祖
先
と
の
精
神
的
な
結
び
つ
き
を
深
め
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

笠
間
稲
荷
神
社　

宮
司　

塙
東
男

ご
あ
い
さ
つ
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笠
間
稲
荷
神
社
復
興
奉
賛
会

　

未
曾
有
の
大
震
災
よ
り

四
年
余
り
が
経
過
し
、
皆

様
の
ご
協
力
に
よ
り
復
興

工
事
も
着
実
に
進
み
、
よ

う
や
く
元
の
状
態
に
戻
り

つ
つ
は
あ
り
ま
す
が
、
鳥

居
建
立
が
残
る
な
ど
ま
だ

完
全
復
興
に
は
至
っ
て
お

り
ま
せ
ん
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
一
日

も
早
く
信
仰
の
場
を
取
り

戻
す
た
め
、
今
後
も
皆
様

方
の
ご
協
力
ご
支
援
を
仰

ぎ
た
く
大
変
恐
縮
に
は
存

じ
ま
す
が
、
引
き
続
き
格

別
の
ご
奉
賛
を
賜
り
た
く

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

◎
ご
奉
賛
に
つ
い
て

一
、�

ご
奉
賛
は
、
ご
参
拝
の
お
り
か
現
金
書
留
、

郵
便
振
替
、
銀
行
振
込
の
い
ず
れ
で
も
結
構

で
す
。

　
　

�

但
し
お
振
込
の
場
合
、
ご
本
人
様
の
住
所
等

の
確
認
が
出
来
ま
せ
ん
の
で
、
神
社
ま
で
ご

連
絡
下
さ
い
ま
す
様
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

一
、�

ご
奉
賛
戴
き
ま
し
た
際
に
は
、
早
速
大
神
様

に
ご
奉
告
申
し
上
げ
、
芳
名
簿
に
記
し
、
ご

神
前
に
献
納
し
永
く
顕
彰
致
し
ま
す
。

◎
募
集
目
標
金
額

　

三
七
一
，
三
四
八
，
〇
〇
〇
円

◎
振
込
先
の
ご
案
内

　

郵
便
振
替
の
場
合

　
　

口
座
記
号
番
号

　
　

〇
〇
三
五
〇
‐
二
‐
六
五
〇
八

　
　

宗
教
法
人
笠
間
稲
荷
神
社

　

指
定
銀
行
振
込
の
場
合

　
　

常
陽
銀
行
笠
間
支
店

　
　
（
普
）一
一
八
二
七
一
七

　
　

宗
教
法
人
笠
間
稲
荷
神
社

　
　

代
表
役
員　

塙　

東
男

お
問
い
合
わ
せ
先

　
　

笠
間
稲
荷
神
社　

復
興
奉
賛
会

　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
二
九
六
ー
七
三
ー
〇
〇
〇
一
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事
比
羅
神
社
…
大
物
主
神

　	

（
海
上
安
全
・
福
徳
成
就
）

月
読
神
社
…
月
読
尊

　	

（
海
上
安
全
・
歴
を
司
る
神
）

白
山
比
咩
神
社
…	

菊
理
媛
神
・
伊
邪
那
伎
尊
・

伊
邪
那
美
尊

　	
（
縁
結
び
・
夫
婦
和
合
）

菅
原
神
社
…
菅
原
道
真
公

　	
（
学
業
成
就
）

粟
島
神
社
…
少
彦
名
神

　	

（
医
薬
・
裁
縫
の
神
）

山
倉
神
社
…
高
皇
産
霊
神
・
大
国
主
神
・

　	

建
速
須
佐
之
男
神

　	

（	

病
気
平
癒
・
子
孫
繁
栄
・

災
難
除
け
、
開
運
）

祭
事
予
定　

八
月

	

一
日	

本
社
御
田
植
祭

	

一
日	

事
比
羅
祭

	

一
日	

末
社
祭

	

二
日	

献
燈
祭

	

十
三
日	

旧
大
祓
式

事
比
羅
祭

末
社
祭

事
比
羅
祭
・
末
社
祭

事
比
羅
神
社
・

末
社
の
御
祭
神

　
八
月
一
日
は
笠
間
稲
荷
神
社
の
境
内
に

枝え
だ
や
し
ろ
社
と
し
て
お
祀
り
さ
れ
て
い
る
、
事
比
羅

神
社
、
月
読
神
社
、
白
山
比
咩
神
社
、
菅
原

神
社
、
粟
島
神
社
、
山
倉
神
社
の
例
祭
が
斎

行
さ
れ
ま
す
。

　
ご
参
列
は
自
由
で
す
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

御
神
徳
を
頂
か
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
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祭
事
予
定　

九
月

	

十
七
日	

神
嘗
奉
祝
祭

	

十
七
日	

菊
ま
つ
り
開
催
奉
告
祭

	

十
七
日	

菊
ま
つ
り
開
場
式

	

二
十
三
日	

尚
歯
祭

	

二
十
八
日	

講
社
大
祭

笠
間
の
菊
ま
つ
り

尚
歯
祭

　
尚
歯
祭
の
「
尚
」
は
尊
ぶ
、「
歯
」

は
年
齢
の
意
味
で
、
す
な
わ
ち
尚
歯
と

は
高
齢
者
を
敬
い
尊
び
、
長
寿
を
言こ

と
ほ祝

ぎ
慰
安
す
る
と
い
う
意
味
で
す
。

　
尚
歯
祭
の
起
こ
り
は
大
正
天
皇
の

御
即
位
大
典
に
あ
た
り
、
全
国
の
高

齢
者
が
恩
賜
の
光
栄
に
浴
し
た
こ
と

に
よ
り
、
御
大
典
の
盛
挙
を
記
念
し
、

当
神
社
で
は
大
正
五
年
に
始
ま
り
、
尊

長
的
な
精
神
を
養
う
事
を
目
的
と
し

て
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
市
内
在
住
の

七
十
五
歳
以
上
の
方
々
を
対
象
に
し

て
招
待
し
て
行
わ
れ
る
こ
の
お
祭
り

は
、
今
年
で
百
回
を
数
え
ま
す
。

	

十
日	
抜
穂
祭

	

二
十
三
日	
秋
季
皇
霊
祭

	

二
十
三
日	

小
笠
原
流
弓
馬
術
奉
納
式

	

二
十
七
日	

中
秋
祭

祭
事
予
定　

十
月

菊
ま
つ
り
開
場
式

尚
歯
祭
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舞
楽
祭

神
事
流
鏑
馬

鹿
島
祓

大
祓
式

	
三
日	

明
治
祭

	

三
日	
神
事
流
鏑
馬

	

七
日	

示
現
流
奉
納
奉
告
祭

	

八
日	

大
和
古
流
奉
納
奉
告
祭

	

十
五
日	

霜
月
祭

	

十
五
日	

舞
楽
祭

	

二
十
三
日	

新
嘗
祭
・
献
穀
献
繭
祭

	

二
十
三
日	

菊
ま
つ
り
千
秋
楽

	

二
十
二
日	

御
火
焚
串
炎
上
祭

	

二
十
三
日	

天
長
祭

	

二
十
八
日	

鹿
島
祓

	

三
十
一
日	

大
祓
式

祭
事
予
定　

十
一
月

祭
事
予
定　

十
二
月

5



笠 間 稲 荷 神 社

献 燈 祭
行
燈
に
火
を
灯
し
祖
先
の
御
霊
を
慰
め

神
恩
に
感
謝
の
誠
を
捧
げ
各
家
の
安
泰
と

御
祈
願
の
成
就
を
願
う
お
祭
り
で
す
。

	

紙
行
燈
　
一
千
円

　
献
燈
料	

中
行
燈
　
五
千
円

	

大
行
燈
　
一
万
円

　
随
時
受
付
中
で
す

　
お
問
い
合
わ
せ
は
社
務
所
ま
で

　
☎
〇
二
九
六
（
七
三
）
〇
〇
〇
一

日
　
　
時

　
八
月
二
日
（
日
）　
午
後
五
時

　
笠
間
稲
荷
神
社
　
境
　
内

献
燈
祭
と
は
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正
月
祈
祷
案
内

◆
祈
祷
時
間

　

一
月
一
日	
〇
時
～
五
時
、

　

	

七
時
～
十
七
時

　
二
・
三
日	

八
時
～
十
七
時

　
四
～
十
五
日	

八
時
～
十
六
時

　
十
六
日
以
降	

七
時
四
十
五
分
～
十
六
時

◆
祈
　
　
願

・ 

五
穀
豊
穣 

・
病
気
平
癒

・
家
内
安
全 

・
開
運
招
福

・
商
売
繁
栄 

・
身
体
健
全

・
交
通
安
全 

・
学
業
成
就

・
厄
除 

・
合
格
祈
願

・
方
位
除 

　
　
　
　
　

等

◆
新
春
祈
祷
申
込

　

新
春
初
祈
祷
の
当
日
受
付
は
大
変
混
み
合

い
ま
す
の
で
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
事
前
予
約
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
正
月
前

に
お
早
め
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

Ｆ
Ａ
Ｘ
▼
０
２
９
６
―
７
３
―
０
０
０
２

◎
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.kasam

a.or.jp/

お
知
ら
せ

　

正
月
期
間
中
は
、
当
社
参
集
殿
前
駐
車
場

は
使
用
出
来
ま
せ
ん
。
駐
車
場
の
詳
細
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

　

ま
た
、
交
通
規
制
を
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

平
成
二
十
八
年
の
新
春
初
祈
祷
を
受
付
て
お
り
ま
す
。

昇
殿
参
拝
を
し
、
新
年
の
御
札
を
受
け
、
神
棚
に
お
祀
り

致
し
ま
し
ょ
う
。

笠
間
稲
荷
神
社

検 

索
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笠
間
稲
荷
神
社
日
誌

平
成
二
十
七
年

◆
一
月

一
日 

歳
旦
祭

 

茨
城
日
産
自
動
車
㈱

 

八
千
代
講

 

髙
梨
講

 

藤
井
講
・
赤
坂
講

三
日 

元
始
祭

五
日 

釿
始
祭

 

根
崎
解
体
工
事
㈱

 

野
尻
笠
間
講

六
日 

明
誠
講
・
海
上
芋
苗
組
合
・
笹
本
笠
間
稲
荷
講

九
日 

茨
城
綜
合
警
備
保
障
㈱
・

 

Ｊ
Ｒ
水
戸
鉄
道
サ
ー
ビ
ス
㈱
・

 

ヤ
マ
ト
運
輸
㈱
茨
城
主
管
支
店
・

十
日 

初
事
比
羅
祭

 

那
須
塩
原
市
商
工
会
高
林
支
部

十
一
日 

下
野
小
山
須
賀
笠
間
稲
荷
講
・

 

㈱
横
山
喜
惣
治
商
店
・
穂
波
会
・
東
毛
敬
神
講

十
二
日 

㈲
野
上
運
輸

十
三
日 

㈱
国
分
建
設

十
四
日 

尖
閣
諸
島
安
全
祈
願
祭

 

黒
田
原
り
ん
ど
う
会

十
五
日 

古
札
炎
上
祭

十
六
日 

㈲
秋
田
土
木

十
七
日 

キ
ャ
ラ
エ
ー
ピ
ー
㈱

十
八
日 

嶋
田
商
会･

柏
崎
講･

東
京
平
和
講･

 

石
井
工
業
信
友
会

十
九
日 

房
地
組
合

二
十
一
日 

山
髙
野
講

二
十
二
日 

御
本
殿
畳
奉
納
奉
告
祭

二
十
四
日 

笠
間
稲
荷
神
社
敬
神
婦
人
会
　
会
長
塙
菊
枝
様

 

麻
生
笠
間
講
・
正
徳
講
・
㈱
ナ
テ
ッ
ク

二
十
五
日 

初
天
神
祭

 

熊
野
三
社
大
神
氏
子
会
　
総
代
本
木
信
夫
様

 

全
建
栃
建
労
那
須
支
部
・
野
田
市
信
栄
講
・

 

下
三
ヶ
尾
笠
間
講
・
弥
栄
講

二
十
六
日 
東
宝
上
町
講
・
幸
手
講

三
十
日 
神
宮
大
麻
暦
頒
布
終
了
奉
告
祭

三
十
一
日 

笠
間
稲
荷
門
前
講

◆
二
月

一
日 

堀
の
内
組
・

 

野
中
組
稲
荷
講

三
日 

節
分
追
儺
式

 

相
川
七
瀬
様

 

東
関
大
五
郎
様

 

振
分
精
彦
様
　

 

撒
豆
行
事
司
奉
仕

 

都
賀
町
講
・
石
の
葉
講
・
笠
間
友
部
街
商
組
合

四
日 

船
形
観
光
友
の
会
・
大
山
笠
間
講
・

 

サ
カ
イ
会
祈
願
会

八
日 

針
供
養
祭

 

栃
木
笠
間
会
・
鶴
ヶ
丸
講
・
東
京
八
方
講
・

 

太
木
講

十
一
日 

初
午
大
祭
・
紀
元
祭

 

下
古
山
講
・
取
手
市
機
械
工
業
会
・

 

並
木
町
笠
間
講
・
網
戸
中
宿
稲
荷
講

 

川
上
実
行
組
合
・
旭
市
奉
賛
会

十
三
日 

船
形
笠
間
講

十
四
日 

祈
年
祭
・
初
穂
講
大
祭

 

栄
町
講

十
五
日 

野
田
市
蕃
昌
笠
間
稲
荷
講
・
中
峰
笠
間
稲
荷
講

十
七
日 

初
甲
子
祭

十
八
日 

旧
大
祓
式

 

東
京
弥
栄
講
・
笠
間
一
心
講

十
九
日 

旧
歳
旦
祭

二
十
二
日 

大
相
模
笠
間
講
・
野
田
七
親
講

二
十
三
日 

豊
田
稲
荷
講
・
元
町
笠
間
稲
荷
講
・

 

中
野
台
笠
間
講

二
十
四
日 

貴
船
笠
間
講

二
十
五
日 

学
校
法
人
皇
學
館
　
理
事
長
佐
古
一
洌
様

二
十
七
日 

真
山
神
社
　
宮
司
武
内
信
彦
様

赤
字
…
祭
典
　
　
緑
字
…
行
事

青
字
…
結
婚
式

黒
字
…
講
中
参
拝
・
正
式
参
拝
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◆
三
月

一
日 
笠
間
稲
荷
高
柳
講
・
下
落
合
笠
間
稲
荷
講
・

 

川
口
商
栄
講

七
日 

森
ノ
根
稲
荷
講

十
二
日 

西
会
津
笠
間
稲
荷
神
社
講

十
三
日 

心
和
講

十
四
日 

結
婚
式
　
安
達
家
・
中
村
家

十
五
日 

秋
山
講

十
八
日 

焼
津
神
社

 

代
議
員
村
松
寛
様

 

柳
沢
胡
桃
下
稲
荷
講

二
十
一
日 

春
季
皇
霊
祭

二
十
九
日 

絵
馬
祭

 

絵
馬
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

 

幸
栄
親
睦
会

三
十
一
日 

旧
初
午
大
祭

 

新
入
職
員
入
社
式

 

浦
和
辻
神
仰
会
・
阿
字
ヶ
浦
西
久
保
稲
荷
講
・

 

阿
字
ヶ
浦
講
・
向
町
笠
間
講

◆
四
月

二
日 

四
條
司
家
食
文
化
協
会
　
理
事
長
四
條
隆
彦
様

三
日 

神
武
天
皇
祭
遥
拝

九
日 

例
大
祭

十
二
日 

東
京
笠
間
講
・
大
櫻
笠
間
講

十
八
日 

東
京
丸
佐
講

十
九
日 

笠
間
稲
荷
下
谷
参
拝
講

二
十
一
日 

秩
父
親
和
講

二
十
六
日 

東
京
紋
三
郎
講

二
十
七
日 

タ
イ
王
国
　
デ
ィ
ス
ナ
ダ
・
デ
ィ
ス
ク
ル
殿
下

二
十
九
日 

昭
和
祭

◆
五
月

七
日 

日
枝
神
社

 

宮
司
宮
西
修
治
様

九
日 

東
京
月
島
笠
間
稲
荷
講

十
日 

御
田
植
祭

 

東
京
笠
間
報
恩
講

 

東
毛
敬
神
講

十
四
日 

コ
ロ
ン
バ
ス
芸
術
デ
ザ
イ
ン
大
学

 
　
ハ
ヤ
カ
ワ
ヒ
ロ
シ
様

 

　
ナ
ネ
ッ
ト
・
ハ
ヤ
カ
ワ
様

 

　
ロ
デ
リ
ッ
ク
・
レ
ー
ヴ
ェ
ス
様

十
六
日 

東
京
胡
桃
講

十
七
日 

植
樹
祭
奉
告
祭

 

小
鹿
野
笠
間
講

二
十
六
日 

本
宮
祭

二
十
八
日 

本
宮
祭

二
十
九
日 

本
宮
祭

三
十
日 

文
化
庁
文
化
財
部
主
任
文
化
財
調
査
官

 

　
豊
城
浩
行
様

三
十
一
日 

結
婚
式
　
ブ
レ
家
・
磯
部
家

◆
六
月

六
日 

結
婚
式
　
竹
澤
家
・
大
槻
家

七
日 

長
江
建
材
工
業
㈱
・
初
雁
興
業
㈱
・

 

東
京
あ
づ
ま
講

二
十
一
日 

西
秩
父
笠
間
講

二
十
八
日 

車
の
茅
の
輪
く
ぐ
り

三
十
日 

大
祓
式

　
境
内
二
株
の
藤
が
今
年
も
見
事
に
咲
き
ま
し
た
。
樹
齢

は
四
〇
〇
年
を
越
え
、
楼
門
側
の
大
藤
と
拝
殿
側
の
県
の

天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
八
重
の
藤
。
十
分
な
雨

が
降
っ
た
こ
と
や
、
境
内
整
備
の
効
果
も
あ
り
、
こ
こ
数

年
で
一
番
の
咲
き
具
合
で
し
た
。
見
頃
と
な
っ
た
大
型
連

休
中
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
多
く
の
参
拝
の
方
々
を
楽
し

ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

藤
の
香
り
に
誘
わ
れ
て
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越
谷
穀
信
講
は
、
昭
和
二
十
年
八
月
に
講
参
拝
を
開
始
し
た
創
立
七
十
年
と

な
る
歴
史
あ
る
講
中
で
す
。
埼
玉
県
越
谷
市
に
お
住
ま
い
の
第
十
代
講
元
・
会

田
清
さ
ん
を
中
心
に
各
地
区
の
講
役
員
の
皆
さ
ん
が
講
員
を
取
り
纏
め
、
毎
年

昇
殿
参
拝
を
し
て
い
ま
す
。
参
拝
は
、
農
作
物
の
収
穫
が
終
わ
り
一
段
落
つ
い

た
頃
、
十
一
月
初
め
と
定
め
て
い
ま
す
。

　

今
日
ま
で
、
初
代
講
元
・
櫻
井
常
吉
さ
ん
、
二
代
・
浜
野
利
勝
さ
ん
、
三
代
・

松
沢
正
之
助
さ
ん
、
四
代
・
堀
井
潔
さ
ん
、
五
代
・
島
根
喜
一
郎
さ
ん
、
六
代
・

山
田
忠
治
さ
ん
、
七
代
・
大
野
重
市
さ
ん
、
八
代
・
河
上
芳
雄
さ
ん
、
九
代
・

白
鳥
芳
治
さ
ん
と
多
く
の
先
人
た
ち
が
地
域
の
人
々
を
束
ね
導
き
、
稲
荷
大
神

様
の
御
神
徳
を
仰
が
れ
て
き
ま
し
た
。
講
結
成
以
前
は
、
代
参
と
し
て
数
名
が

笠
間
ま
で
徒
歩
で
参
拝
に
行
っ
て
い
た
と
い
う
話
も
あ
り
、
農
事
を
主
な
仕
事

と
し
て
い
る
講
員
が
大
半
で
あ
っ
た
為
、
稲
荷
大
神
様
を
古
く
か
ら
篤
く
信
仰

さ
れ
て
き
ま
し
た
。「
越
谷
穀
信
講
」
と
い
う
講
名
に
も
、
農
事
に
携
わ
る
講
員

皆
様
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

講
参
拝
は
長
ら
く
一
泊
の
旅
行
形
式
で
講
員
は
参
加
を
と
て
も
楽
し
み
に
し

て
い
た
と
の
こ
と
で
す
が
、
交
通
の
便
が
良
く
な
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
現
在
は

日
帰
り
と
な
り
、
参
拝
後
は
筑
波
山
や
袋
田
の
滝
に
足
を
伸
ば
し
た
り
、
梨
狩

り
を
し
た
り
と
参
加
者
間
の
親
睦
を
深
め
る
貴
重
な
時
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
昔
は
農
作
業
に
は
隣
近
所
の
人
々
の
協
力
が
不
可
欠
で
、
地
域
の
結
び
つ
き

は
強
固
だ
っ
た
が
、
機
械
化
が
進
む
う
ち
に
個
々
で
解
決
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

若
い
世
代
ほ
ど
神
様
へ
の
畏
れ
も
少
な
く
、
地
域
住
民
の
交
流
と
共
に
信
仰
心

も
稀
薄
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
が
、
稲
荷
大
神
様
の
ご
縁
が
つ
な
い
で

く
だ
さ
っ
て
い
る
」
と
会
田
講
元
が
社
会
生
活
の
変
化
に
よ
る
講
運
営
の
難
し
さ

を
お
話
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
世
話
人
の
皆
さ
ん
か
ら
「
年
齢
を
重
ね
た
今
も
健
康
に
暮
ら
し
て
い

る
日
常
に
大
神
様
の
御
加
護
を
感
じ
る
」「
毎
日
元
気
に
過
ご
し
て
い
る
の
も
心

の
拠
り
所
と
し
て
い
た
大
神
様
の
お
か
げ
だ
と
感
じ
る
。
秋
に
な
る
と
笠
間
へ

お
詣
り
に
行
か
な
く
て
は
、
と
自
然
と
思
う
」
等
、
日
々
の
安
寧
へ
の
感
謝
の
思

い
や
講
中
参
拝
へ
の
意
欲
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
員
ご
家
族
の
中
で
も
世
代
交
代
が
進
み
、
当
た
り
前
に
続
け
て
き
た
信
仰

が
途
絶
え
て
し
ま
う
家
も
あ
る
と
の
こ
と
で
す
が
「
五
穀
豊
穣
祈
願
か
ら
は
じ

ま
っ
た
講
中
だ
が
、
家
内
安
全
や
交
通
安
全
な
ど
大
神
様
の
広
い
御
神
徳
が
若

い
世
代
に
も
伝
わ
り
、
新
し
く
講
中
参
拝
に
参
加
す
る
家
庭
も
あ
る
」
と
時
代
に

則
し
た
信
仰
の
現
状
を
把
握
し
、会
田
講
元
、そ
し
て
役
員
各
位
に
は
講
員
維
持
・

増
加
に
お
努
め
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

越
谷
穀
信
講
の
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
と
講
員
皆
様
方
の
ご
健
勝
ご
多
幸

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

講
中
を
訪
ね
て

越
谷
穀
信
講

当社には古くから「講中」という団体で参拝される崇敬者の組織があります。
地域、血縁、仕事仲間など、稲荷大神さまとご神縁を結ばれた様々な講中が
全国各地で活動しています。今回、ご紹介するのは・・・

▲�お忙しい中、訪問取材をご快諾・ご協力いただ
きました越谷穀信講役員の皆さん。
　�前列左より副講元・雨野寛さん、講元・会田清
さん、総務会計・島村孝さん。後列左より世話人・
中村富雄さん、世話人・中村昌さん。
　�取材当日お集まりいただきました役員の皆様の
他にも各地区に講世話人がおり、参拝前に計画
を立て、地区の講員を取り纏め、また参拝後に
は会計報告等を行い、年間を通じて講運営にご
尽力いただいております。

講元

会田　清
昭和11年生まれ（79歳)
職業：農業
趣味：グランドゴルフ

「平和な世の中ではあります
が、人間の力では手の届かな
いものがあることを知ってい
ますので、自然と神棚に手を
合わせ毎日の平穏無事を祈っ
ています。人生を振り返ると
正しく信仰していたおかげで、
正しい道に進むことができ、
不幸も小さくしてくれている
と感じ、大神様に感謝してい
ます。地縁のつながりを大切
にし、今後も講員への講参拝
参加を呼びかけていきたいと
思っています。」

「講中を訪ねて」でご紹介させていただく講中を募集しております。訪問、取材へのご協力を宜しくお願い致します。 11



ご案内
笠間稲荷神社

月
詣
り

当
社
に
は
「
月
詣
り
」
を
さ
れ

る
崇
敬
篤
い
方
が
大
勢
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。

月
詣
り
と
は
、
月
毎
に
大
神

様
の
御
加
護
を
受
け
、
前
月
よ

り
の
平
穏
無
事
を
感
謝
し
、
新

た
な
御
神
徳
を
頂
く
こ
と
で
あ

り
ま
す
。
月
詣
り
の
方
に
は
神

苑
に
咲
く
花
を
表
し
た
御
幣
を

授
与
し
て
お
り
ま
す
。
ど
の
月

か
ら
で
も
始
め
て
頂
け
ま
す
の

で
、
ご
希
望
の
方
は
受
付
ま
で

お
申
し
出
下
さ
い
。

祈
祷
案
内

方
位
除
け

当
社
で
は
、
方
位
除
け
の
御

祈
祷
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
方
位

除
け
に
は
二
つ
の
種
類
が
あ
り
ま

す
。
一
つ
は
「
年
回
り
」
に
よ
る

方
位
除
け
で
、
本
命
星（
生
ま
れ

た
年
の
星
）が
そ
の
年
に
ど
の
方

向
に
位
置
し
て
い
る
か
で
吉
凶
を

占
い
、
災
い
を
防
ぐ
も
の
で
す
。

も
う
一
つ
は
、
転
居
・
旅
行
な
ど

で
、
文
字
通
り
行
く
先
の
「
方

角
・
方
位
」
に
よ
る
災
い
を
防
ぐ

た
め
の
で
す
。
一
年
を
何
事
も
な

く
無
事
に
お
過
ご
し
頂
け
ま
す

よ
う
、
当
社
で
方
位
除
け
の
御
祈

祷
を
お
受
け
に
な
っ
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

（
初
穂
料　

五
千
円
よ
り
）

当
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
祈

祷
の
ご
予
約
が
頂
け
ま
す
。

◎
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.kasam

a.or.jp/

奉
納
募
集

当
社
で
は
威
儀
物
や
祭
典
に

用
い
ら
れ
る
祭
具
の
ご
奉
納
を

お
受
け
致
し
て
お
り
ま
す
。
ご

奉
納
頂
け
る
方
は
笠
間
稲
荷
神

社
社
務
所
ま
で
ご
相
談
下
さ
い
。

ご
奉
納
頂
い
た
方
の
御
名
は
末

永
く
顕
彰
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
に
ご
奉
納
頂

き
ま
し
た
ご
崇
敬
者
の
皆
様
に

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

笠
間
稲
荷
神
社

検 
索
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笠間稲荷神社にはおみくじが全部で
十七種類あり、その中から何種類か
紹介させていただきます。

前回の胡桃でも紹介した当社で人気の
おきつねさんのおみくじです。
裏におみくじが入っております。
おきつねさんは手のひらサイズで置物と
してお飾り下さい。

運気が上がる日のぼり、富
士鷹茄子といった縁起物が
入っているおみくじです。

きつねみくじ

当社の授与所でひくこと
ができるおみくじです。
振って出た数字のおみく
じをお渡し致します。

手振りみくじ

運気上昇みくじ

三角の袋に八種の運気が向
上する天然石のうちの一つ
が付いているおみくじです。
男女ともに人気があります。

三角みくじ

13



健康一口メモ入りの
おみくじです。
亀や鶴といった健
康・長寿、病気平癒
の意味を持つ陶器製
の御守りが入ってお
ります。

健康
おみくじ

爛漫桜咲く
みくじ
赤やピンクの可愛らしい
ハート型の鈴が付いた花
びらのおみくじです。花
びらを一枚一枚開くと、
桜の花が咲きます。女性
に人気があります。

華の筒
みくじ

開運、幸福、愛情、清ら
かという意味を持つ四種
の「水引の花」のうち一
輪とともに筒に入ってい
るおみくじです。
華の筒はおみくじ入れに
使えます。

血液型みくじ

彩り恋みくじ

血液型で引くことがで
き、だるま、招き猫と
いった開運招福の肌守
りが一緒にあるおみく
じです。血液型の相性
も書いてあります。

愛を象徴するハート型の
天然石が入っているおみ
くじです。
ポーチや携帯ストラップ
に付けてお持ち下さい。

14



15

その他、ご質問等ございましたら、
神社社務所までお問い合わせ下さい。

笠間稲荷神社社務所
☎０２９６（７３）０００１

Ｑ�

笠
間
稲
荷
美
術
館
に
つ
い
て
教
え
て
下
さ
い
。

Ａ��

笠
間
稲
荷
美
術
館
は
、
笠
間
稲
荷
神
社
の
崇
敬
者
教
化

活
動
の
一
環
と
し
て
社
宝
及
び
神
社
・
郷
土
に
関
係
す

る
歴
史
資
料
、美
術
工
芸
品
等
の
文
化
財
の
収
集
保
管
、

調
査
研
究
、
展
示
公
開
を
行
い
、
広
く
一
般
の
理
解
を

深
め
、
郷
土
の
学
術
研
究
、
社
会
教
育
、
産
業
振
興
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
昭
和
五
十
六
年
三
月

十
五
日
に
開
館
い
た
し
ま
し
た
。
建
物
は
、
正
倉
院
を

模
し
た
高
床
式
の
平
屋
建
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

【
入
館
案
内
】

開
館
時
間�

午
前
九
時
～
午
後
四
時
三
十
分

�

（
最
終
入
館　

午
後
四
時
）

休
館
日�

年
中
無
休

　
　
　

�

（�

特
別
展
開
催
期
間
の
前
後
三
日
間
は
、
展
示

替
え
の
た
め
休
館
と
な
り
ま
す
）

入
館
料�
一　

般　

三
〇
〇
円

　
　

�

大
高
生　

二
〇
〇
円

　
　

�

中
小
生　

一
〇
〇
円

　

�

（
団
体
二
十
名
以
上
で
五
十
円
引
）

　

�

※
特
別
展
示
の
入
館
料
は
異
な
り
ま
す

Ｑ�

ど
う
い
っ
た
も
の
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

Ａ���

常
設
展
は
中
世
陶
器
六
古
窯
展
と
申
し
ま
し
て
、
笠
間

焼
き
が
影
響
を
受
け
た
信
楽
を
は
じ
め
常
滑
、
瀬
戸
、

越
前
、
丹
波
、
備
前
の
中
世
六
古
窯
の
古
陶
器
が
展
示

さ
れ
て
い
ま
す
。

�
�

ま
た
、
そ
の
他
に
特
別
展
を
開
催
す
る
こ
と
も
ご
ざ
い

ま
す
。
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